
提言第20号　血液検査パニック値に係る死亡事例の分析

＜事例概要＞

事例9

①60 歳代、急性心筋梗塞で経皮的冠動脈形成術（以下「PCI」）後の入院患者。

②PCI 翌日の定期採血。

③医師は、CK 1,262 IU/L と心電図異常を認識し入院継続を勧めたが、患者が退院を希
望したため、PCI施行 2 日後に退院した。退院翌日、胸痛が出現し、救急車到着時は心
肺停止状態、搬送後死亡。

④退院翌日（パニック値検出より 2 日後）に死亡。

⑤死因は、急性心筋梗塞に伴う心破裂。死亡時画像診断（Ai）有、解剖無。


